
左：特許庁濱野長官、　右：沖縄県酒造組合佐久本会長 知財功労賞受賞者と特許庁長官との記念写真

   

知
財
功
労
賞
と
は

　
経
済
産
業
省
特
許
庁
で
は
毎
年
、
知
的

財
産
権
制
度
の
発
展
及
び
普
及
・
啓
発
に

貢
献
の
あ
っ
た
個
人
に
対
し
て
「
知
的
財

産
権
制
度
関
係
功
労
者
表
彰
」、
ま
た
、
制

度
を
有
効
に
活
用
し
円
滑
な
運
営
・
発
展

に
貢
献
の
あ
っ
た
企
業
等
に
対
し
て
「
知

的
財
産
権
制
度
活
用
優
良
企
業
等
表
彰
」

と
し
て
、
経
済
産
業
大
臣
表
彰
及
び
特
許

庁
長
官
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
両
表
彰
を
合
わ
せ
て
、「
知
財
功
労
賞
」

と
総
称
し
て
い
ま
す
。

   

令
和
６
年
度
知
財
功
労
賞

　
今
年
度
は
、
経
済
産
業
大
臣
表
彰
と
し

て
個
人
１
名
と
企
業
等
７
者
、
特
許
庁
長

官
表
彰
と
し
て
個
人
５
名
と
企
業
等
14
者

が
表
彰
さ
れ
、
沖
縄
県
酒
造
組
合
は
「
知

財
活
用
企
業
（
商
標
）」
と
し
て
特
許
庁
長

官
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
４
月
18
日
の

「
発
明
の
日
」
に
合
わ
せ
て
表
彰
式
が
執
り

行
わ
れ
、
沖
縄
県
酒
造
組
合
か
ら
は
佐
久

本
学
会
長
が
表
彰
式
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

   

沖
縄
県
酒
造
組
合

   

受
賞
の
ポ
イ
ン
ト

①
２
０
１
７
年
に
地
域
団
体
商
標（
地
団
）（※

）

「
琉
球
泡
盛
」
を
取
得
。
地
団
を
シ
ン
ボ
ル

に
多
様
な
活
動
を
通
じ
、
琉
球
泡
盛
産
業

の
活
性
化
や
地
域
お
こ
し
を
牽
引
し
た
。

②
酒
類
の
地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
も
取
得

し
て
お
り
、
組
合
内
の
Ｇ
Ｉ
琉
球
管
理
委

員
会
の
審
査
に
認
め
ら
れ
た
も
の
は
、
ボ

ト
ル
ラ
ベ
ル
に
「
琉
球
泡
盛
」
を
付
し
て

販
売
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
お
り
、
地

団
と
Ｇ
Ｉ
制
度
を
併
せ
て
活
用
す
る
こ
と

で
、
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
と
模
倣
品
対
策
に

活
か
し
て
い
る
。

③
組
合
内
に
目
的
に
応
じ
た
部
会
を
設
け

る
等
、
組
合
で
一
体
と
な
っ
た
多
様
な
活

動
を
実
施
。
ま
た
、海
外
に
向
け
て
、組
合
、

国
、
県
、
関
係
団
体
が
官
民
一
体
と
な
り

海
外
販
路
拡
大
に
取
り
組
む
「
琉
球
泡
盛

海
外
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
し
て

い
る
。

■
沖
縄
県
酒
造
組
合

　
住
所
：
沖
縄
県
那
覇
市
港
町
２ - 

８ - 

９

　
組
合
員
数
：
47
事
業
所

　
　
　
　
　
　（
令
和
６
年
５
月
現
在
）

お
問
合
せ
先

　
経
済
産
業
部
　
地
域
経
済
課
・
知
的
財
産
室

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
７
３
０

沖縄県酒造組合が
令和６年度「知財功労賞」において

特許庁長官表彰を受賞！

　
講
座
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
生
徒
か

ら
「
自
分
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
、

お
金
の
使
い
方
を
改
め
よ
う
と
思
っ
た
」、

「
普
段
あ
ま
り
気
に
し
な
い
お
金
の
こ
と
を

学
べ
る
こ
と
が
出
来
て
よ
か
っ
た
」、「
寸

劇
が
分
か
り
や
す
か
っ
た
。
詐
欺
に
は
気

を
付
け
よ
う
と
思
っ
た
」、「
今
後
、
一
人

暮
ら
し
を
し
て
、
一
人
で
お
金
を
管
理
す

る
こ
と
や
奨
学
金
の
こ
と
が
あ
る
の
で
、

い
い
経
験
に
な
っ
た
」
等
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
財
務
部
　
財
務
課
（
地
域
連
携
担
当
）

　
☎
０
９
８‒

８
６
６‒

０
０
９
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◆
特
許
庁 

知
財
功
労
賞
サ
イ
ト

◆
受
賞
ポ
イ
ン
ト
の
詳
細

※
地
域
団
体
商
標
詳
細
は

　こ
ち
ら
（
特
許
庁
H
P
）

会場の様子

座談会
「シリコンビーチ沖縄の未来～立地企業のつながりについて～」

企業説明会（沖縄職業能力開発大学）

企業見学ツアー（沖縄工業高等専門学校）

半導体関連産業の成長促進
「シリコンビーチ」の取組

　
沖
縄
総
合
事
務
局
経
済
産
業
部
で
は
、

「
沖
縄
産
業
振
興
の
あ
り
方
検
討
会
」（
令

和
２
年
度
）
に
お
い
て
、
半
導
体
関
連
産

業
が
県
経
済
の
成
長
に
資
す
る
有
望
な
産

業
の
ひ
と
つ
に
挙
げ
ら
れ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
令
和
４
年
度
、「
沖
縄
県
に
お
け
る
半

導
体
関
連
産
業
の
成
長
可
能
性
調
査
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
同
調
査
で
は
、
成
長
に
向
け
た
課
題
と

し
て
、
県
内
半
導
体
関
連
企
業
の
相
互
取

引
が
希
薄
で
あ
る
こ
と
、
産
官
学
関
係
者

の
連
携
が
少
な
い
こ
と
、
専
門
エ
ン
ジ
ニ

ア
等
の
人
材
不
足
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、令
和
５
年
度
は
産
官
学
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
促
進
を
目
的
に
、
11
月

に
「
シ
リ
コ
ン
ビ
ー
チ
沖
縄
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
。
11
月
と
２
月
に
は
、
県
内
に
立

地
す
る
半
導
体
関
連
企
業
を
学
生
達
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
、
企
業
説
明
会
と

企
業
見
学
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

  

　
　
県
内
半
導
体
関
連
企
業
・
教
育
機
関
・

支
援
機
関
等
を

対
象
と
し
、「
沖

縄
の
環
境
（
シ

リ
コ
ン
ビ
ー
チ
）

が
、
次
世
代
知

的
産
業
を
ひ
っ

ぱ
る
！
」
と
題

し
た
和
田
知
久

教
授
（
琉
球
大

学
工
学
部 

副
学

部
長
）
と
檜
山

竹
生
氏
（
株
式

会
社
エ
イ
ビ
ッ

ト 

代
表
取
締
役
社
長
）
に
よ
る
ク
ロ
ス

ト
ー
ク
や
、
県
内
に
立
地
す
る
半
導
体
関

連
企
業
６
社
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

産
学
関
係
者
に
よ
る
座
談
会
を
行
い
ま
し

た
。
設
計
等
の
知
的
産
業
の
可
能
性
な
ど
、

提
言
も
含
め
た
活
発
な
意
見
交
換
が
あ
り
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
は
参
加
者
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
進
み
、
会
場
全
体

が
一
体
感
を
感
じ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
り

ま
し
た
。

　
企
業
の
人
材
不
足
解
消
を
目
的
に
、
沖

縄
職
業
能
力
開
発
大
学
校
及
び
沖
縄
工
業

高
等
専
門
学
校
と
連
携
し
て
企
業
説
明
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
沖
縄
職
業
能
力
開
発

大
学
校
で
は
、
約
70
名
の
学
生
・
教
職
員

に
向
け
て
６
つ
の
企
業
が
、
沖
縄
工
業
高

等
専
門
学
校
で
は
、
約
１
０
０
名
の
学
生
・

教
職
員
に
向
け
て
４
つ
の
企
業
が
、
事
業

概
要
や
製
品
・
技
術
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。
沖
縄
工
業
高
等
専
門

学
校
の
学
生
・
教
職
員
に
は
、
企
業
見
学

ツ
ア
ー
も
開
催
。
20
名
が
参
加
し
、
事
業

の
現
場
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
開

催
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
県
内
企
業
に

関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
っ
た
様
子
を

伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
問
合
せ
先

　
経
済
産
業
部
　
地
域
経
済
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
７
３
０

県
内
教
育
機
関
向
け

企
業
説
明
会
の
開
催

「
シ
リ
コ
ン
ビ
ー
チ
沖
縄

 

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
催
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